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地
域
の
支
え
に
！

配
食
サ
ー
ビ
ス
始
め
ま
し
た

　

こ
の
度
、
森
岳
温
泉
街
に
店
舗
等
開

業
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
新
規

店
舗
が
開
業
し
ま
し
た
。

　

櫻
田
真
実
さ
ん
（
川
尻
）
は
、
高
齢

者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
「
配
食
の
ふ
れ

愛
三
種
店
」
を
開
業
さ
せ
ま
し
た
。
同

店
で
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、

配
達
時
の
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
や
軽
作

業
の
お
手
伝
い
、
お
薬
の
声
か
け
な
ど

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
補
助
事
業
を
利
用
し
た
こ
と
を

受
け
「
開
業
し
よ
う
と
思
っ
た
と
こ
ろ

に
補
助
金
が
あ
っ
て
あ
り
が
た
か
っ

た
。と
て
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た
」

と
話
し
ま
す
。
ま
た
、「
配
食
は
、
今

後
の
地
域
に
と
っ
て
大
事
な
部
分
に
な

る
と
思
う
。
自
分
に
や
れ
る
こ
と
を
が

ん
ば
り
、
地
域
に
活
気
を
つ
け
た
い
」

と
地
域
の
支
え
と
し
て
の
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、同
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
、

「
ス
ナ
ッ
ク
み
の
」
と
２
店
舗
が
開
業

し
て
い
ま
す
。

乾
燥
す
る
季
節
に
火
の
用
心

消
防
団
駆
け
付
け
訓
練

季
節
の
フ
ル
ー
ツ
を
収
穫

琴
丘
保
育
園
の
キ
ウ
イ
狩
り

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
♪

親
子
で
ふ
れ
あ
い
リ
ト
ミ
ッ
ク

　

11
月
１
日
、
山
本
体
育
館
駐
車
場
に

お
い
て
三
種
町
消
防
団
の
駆
け
付
け
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
初
日
に
、
山

本
地
域
の
３
分
団
か
ら
１
１
５
人
の
団

員
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

早
朝
の
訓
練
開
始
に
合
わ
せ
て
集
合

し
た
各
団
員
は
、
緊
張
の
面
持
ち
で
訓

練
開
始
の
合
図
を
待
ち
ま
し
た
。６
時
、

訓
練
開
始
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
と
と

も
に
消
防
車
両
が
一
斉
に
出
発
し
て
い

き
ま
す
。
角
助
沼
の
東
西
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
揚
水
し
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
中
継

し
な
が
ら
火
点
を
目
指
し
て
送
水
し
ま

し
た
。

　

訓
練
後
、
石
井
義
則
団
長
か
ら
「
す

べ
て
の
隊
が
安
全
で
適
切
に
で
き
、
技

術
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
予
防
運
動

で
は
、
各
家
庭
で
火
災
が
発
生
し
な
い

よ
う
呼
び
掛
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
、
元
ち
ゃ
ん
農
園
（
鹿
渡
）

に
お
い
て
琴
丘
保
育
園
児
に
よ
る
キ
ウ

イ
狩
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
り
ん
ご
組
（
２
歳
児
）

12
人
が
農
園
を
訪
れ
、
旬
の
キ
ウ
イ
を

た
く
さ
ん
も
ぎ
採
り
ま
し
た
。

　

キ
ウ
イ
狩
り
の
前
に
は
、「
ま
ず
味

わ
っ
て
か
ら
」
と
採
れ
た
て
の
キ
ウ
イ

が
振
る
舞
わ
れ
、
園
児
は
半
分
に
切
ら

れ
た
キ
ウ
イ
に
か
ぶ
り
つ
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
お
手
製
の
キ
ウ
イ
ケ
ー
キ

も
振
る
舞
わ
れ
、「
も
っ
と
食
べ
る
」
と

た
く
さ
ん
お
か
わ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ウ
イ
狩
り
に
な
る
と
、
お
い
し
い

キ
ウ
イ
が
採
り
放
題
だ
と
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
、
次
か
ら
次
へ
と
も
ぎ
採
り
ま

し
た
。

　

農
園
の
工
藤
元
太
郎
さ
ん
は
、「
今
日

は
孫
も
来
て
い
る
。
い
っ
ぱ
い
実
っ
て

い
る
か
ら
、
た
く
さ
ん
も
ぎ
採
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
八
竜
幼
稚
園
に
お
い
て

０
歳
か
ら
２
歳
対
象
の
教
育
講
座
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、工
藤
絵
里
奈
氏
（
能
代
市
）

を
講
師
に
「
マ
マ
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体

操
」
が
開
催
さ
れ
、
親
子
７
組
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
親
子

で
楽
し
く
体
を
動
か
す「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

が
行
わ
れ
、
電
子
ピ
ア
ノ
が
奏
で
る
音

楽
に
合
わ
せ
て
、
返
事
を
し
た
り
、
握

手
や
抱
き
し
め
る
な
ど
、
親
子
で
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
を
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
カ

エ
ル
の
歌
に
合
わ
せ
て
、
床
に
置
か
れ

た
フ
ラ
フ
ー
プ
を
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね

た
り
、
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

▲毎日、まごころを込めて配達する櫻田さん

▲放水する団員

▲夢中でもぎ採る園児

▲リズムに合わせて「ハーイ♪」

まちの話題
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気
分
は
大
工
さ
ん
！

金
岡
小
学
校
木
工
教
室

　

11
月
20
日
、
金
岡
小
学
校
に
お
い
て

県
建
築
労
働
組
合
三
種
支
部
青
年
部
に

よ
る
木
工
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
５
年
生
14
人
を
対
象
に

行
わ
れ
、本
棚
製
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

の
こ
ぎ
り
で
は
切
り
口
が
曲
が
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
く
ぎ
打
ち
で
は
く
ぎ
が

曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
失
敗
を
し

な
が
ら
少
し
ず
つ
本
棚
を
完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

　

作
業
の
合
間
に
児
童
は
「
こ
の
道
具

は
な
ん
で
す
か
？
」
と
質
問
し
、「
こ

れ
が
あ
れ
ば
、
丸
太
１
本
か
ら
柱
や
垂

木
な
ど
、
無
駄
な
く
材
料
を
切
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
よ
」
と
講
師
か
ら
教
え

て
も
ら
い
、
大
工
さ
ん
の
仕
事
に
少
し

だ
け
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
業
を
終
え
た
児
童
か
ら
は
、「
の

こ
ぎ
り
が
疲
れ
た
」
や
「
う
ま
く
で
き

た
」
な
ど
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を
願
い

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
を
贈
呈

　

10
月
28
日
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
三
浦
謙
一
朗
・
芹
奈
さ
ん（
大
町
）
の

　

翔し
ょ
う
た大
ち
ゃ
ん
（
６
月
17
日
生
）

　

珍
田
喜
代
志
・
円
さ
ん（
外
岡
羽
立
）
の

　

奈な

お穂
ち
ゃ
ん
（
６
月
24
日
生
）

　

神
馬
恭
平
・
あ
ゆ
み
さ
ん（
木
戸
沢
）
の

　

未み

く來
ち
ゃ
ん
（
６
月
24
日
生
）

　

近
藤
譲
・
奈
々
さ
ん（
小
又
口
）
の

　

莞い
ち
か実
ち
ゃ
ん
（
６
月
24
日
生
）

　

珍
田
さ
ん
は
「
大
き
く
元
気
に
育
っ

て
ほ
し
い
」、
近
藤
さ
ん
は
「
笑
顔
あ

ふ
れ
る
元
気
な
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

▲上手にできたかな？

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
ひ
と
月
と
な
り
ま
し

た
。
最
近
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
第
三
波
と
み
ら
れ
る
感
染
拡
大
が
み
ら
れ
、

国
の
事
業
見
直
し
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
忘

年
会
等
で
飲
食
の
機
会
も
増
え
、
空
気
の
乾
燥

等
に
よ
り
感
染
し
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
す

が
、
感
染
予
防
に
十
分
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
月
は
、
町
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
誘
致
事
業
や
三
種
川

河
川
改
修
、
県
北
地
区
の
日
沿
道
・
国
道
7
号

整
備
を
は
じ
め
要
望
活
動
で
関
係
省
庁
や
国
会

議
員
の
方
が
た
を
訪
問
し
ま
し
た
。
経
産
省
・

環
境
省
で
は
、
菅
総
理
の
２
０
５
０
年
「
二
酸

化
炭
素
ゼ
ロ
」
宣
言
に
よ
る
世
界
へ
向
け
て
の

決
意
に
対
し
、
関
係
省
庁
も
し
っ
か
り
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
緊
張
感
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
Ｃ
Ｃ
Ｓ
な

ど
、
今
後
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
不
可
欠

な
事
業
に
対
し
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
本
町
と
し
て
も
事
業
の
推
進
に
引
き
続
き

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
１
年

と
な
り
ま
し
た
が
、
本
町
で
は
大
き
な
災
害
も

な
く
比
較
的
平
穏
な
年
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
よ
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

ま
す
よ
う
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
体
調
管
理

に
十
分
配
慮
さ
れ
ま
す
こ
と
を
重
ね
て
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

町
長
室
か
ら

町
長
　
田
川
　
政
幸

町
長
室
か
ら

奈穂ちゃん莞実ちゃん

ま
ち
の
話
題

募
集
中
！

　

町
で
は
、
広
報
み
た
ね
に
掲
載

さ
れ
る
「
ま
ち
の
話
題
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど
で
行

わ
れ
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

あ
な
た
の
活
動
を
広
報
み
た
ね
に

載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
こ

れ
か
ら
行
わ
れ
る
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
を
告
知
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

あ
な
た
の
活
動
で
町
に
明
る
い

話
題
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
。

※�

紙
面
の
都
合
上
、
必
ず
掲
載
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課　
情
報
統
計
係

　
☎
８
５
ー
４
８
１
８

ス
テ
キ
な
活
動
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

広報 みたね
mitane town
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八竜地域ＳＣ  小学生スポーツ交流会
　八竜地域スポーツクラブ（会長　腰丸重一）では、幅広い世代に
ニュースポーツを体験してもらおうと、湖北小学校の５年生を対象
にユニカール交流会を開催しました。
　今回の交流会では、子どもたちがプレーしやすいよう、一般用よ
り軽量なジュニアサイズのユニカールも用意しました。子どもたち
は事前にルールの説明を受け、各チームに分かれ作戦を練りながら
ユニカールを楽しみました。最後には、児童代表と先生方との対決
も行われ、見事児童代表が勝利しました。
　今後も八竜地域スポーツクラブでは、様ざ
まなスポーツ体験企画を実施していきます。

秋
田
県
空
手
道

少
年
錬
成
大
会

　

11
月
７
日
、
８
日
、
県
立
武
道
館
に
お
い
て

第
37
回
秋
田
県
空
手
道
少
年
錬
成
大
会
が
開
催

さ
れ
、
当
町
の
２
選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

第37回

加賀谷裕真さん（左）　浅野陽斗さん（右）

小
学
３
年
生　
男
子　
個
人
形

優　

勝　

加
賀
谷
裕
真
（
湖
北
小
学
校
）

幼　
　
　
年　
　
　
　
個
人
形
・
組
手

第
３
位　

浅
野
　
陽
斗
（
浜
口
保
育
園
）
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お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
体
操

　

11
月
23
日
、
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
お
は
よ
う
ジ
ョ

ギ
ン
グ
体
操
１
０
０
日
突
破
者
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
体
操
は
、
昭
和

56
年
か
ら
始
ま
り
、
ち
ょ
う
ど
40
年
目
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
例
年
よ
り
１

か
月
あ
ま
り
遅
れ
た
６
月
１
日
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
81
人
が
１
０
０
日

突
破
を
達
成
し
、
う
ち
通
算
10
年
突
破
者

が
２
人
、
20
年
突
破
者
が
１
人
、
35
年
突

破
者
が
１
人
、
40
年
突
破
者
が
２
人
、
小

中
学
校
９
年
連
続
突
破
者
が
１
人
で
し
た
。

秋田県社会教育委員連絡
協議会表彰受賞 近藤和雄氏
　長年の社会教育の発展への貢献が認められ、近藤
和雄氏（中沢）が秋田県社会教育委員連絡協議会表
彰を受賞しました。
　近藤氏は、平成20年度より三種町社会教育委員に任

命され、平成24年に琴丘中学
校校長を定年退職された後も、
豊富な知識と経験を生かして
地域の社会教育の振興に尽力
してきました。また、三種町芸
術文化協会会長、中館番楽保
存会会長を務め、伝統芸能の
保存と継承にも取り組んでいま
す。おめでとうございます。

１
０
０
日
突
破
者 

81
人

▼
通
算
10
年
突
破
者近藤

　
義
征（
鹿
　
北
）

児
玉
　
信
長（
鹿
　
北
）

▼
通
算
20
年
突
破
者佐藤

　
一
治（
柏
木
岱
）

▼
通
算
35
年
突
破
者見上

美
保
子（
鹿
　
北
）

▼
通
算
40
年
突
破
者見上

　
幹
夫（
鹿
　
南
）

工
藤
　
　
稔（
鹿
　
中
）

▼
小
中
学
校
９
年
連
続
突
破
者

柴
田
奈
那
美（
鹿
　
中
）

令和２年度
秋田県安全・安心
まちづくり功労者表彰

　今年度の秋田県安全・安心まちづくり功労者とし
て、金小子ども見守り隊（代表　板垣秋範）が表彰
されました。登下校の声をか
けながらの見守りや、安全パ
トロールなどの活動を継続し
て行っていることにより、地
域において大きな事件や事故
は発生しておらず、防犯・交
通安全の両面で活動の成果を
上げていることが、高く評価
されての受賞です。

地方教育行政功労者
表彰受賞 嶋田  博光氏

　長年の教育の発展への貢献が認められ、
嶋田博光氏（林崎）が令和２年度地方教育
行政功労者表彰を受賞しました。
　嶋田氏は昭和55年12月に旧山本町教育
委員に任命され、令和２年１月に退任され
るまで長年にわたり、教育の振興、発展に
尽力されました。

　旧山本町では教育委員長
を長年務め、ふるさと教育
の推進等に尽力されたほ
か、三種町誕生後は、初代
教育委員長として、町の教
育の振興・発展に向け、大
きな礎を築かれました。

嶋田博光氏

令 和
２年度

　これまでのスポーツ推進委員としての永年の功績が認
められ、岩谷金利氏（向達子）が全国スポーツ推進委員功
労者表彰を、成田久美子氏（大曲）が東北スポーツ推進委
員功労者表彰を受賞しま
した。今年度は新型コロ
ナウイルス感染症の影響
で、残念ながら全国大会
（栃木県）、東北大会（山
形県）での表彰式は中止
となりましたが、お二人
の今後益々のご活躍をお
祈りいたします。

令和２年度
受
賞

全国スポーツ推進委員功労者表彰
東北スポーツ推進委員功労者表彰

岩谷金利氏（左）　成田久美子氏（右）

広報 みたね
mitane town
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　10月27日、秋田市の遊学舎において第56回秋田県
花だんコンクール表彰式が行われ、天瀬川婦人会が特
別優秀賞（秋田魁新報社賞）を受賞しました。
　このコンクールは、元気なふるさと秋田づくりと県
民協働の花の輪を広げることを目的に開催されている
ものです。天瀬川婦人会は、全県147の団体と個人の
中から選ばれたもので、昨年の優秀賞からランクを上
げ、特別優秀賞に輝いたものです。
　また、八竜公民館の花だんを整備した花いっぱいボ
ランティアの会、新屋敷老人クラブ新珠会、志戸橋花
壇クラブがそれぞれ優良賞に選ばれ、志戸橋の袴田
二三也さんが「花いっぱい功労賞」を受賞しました。

　11月９日、15日、ダリア栽培講習会が行われ、合計43人の受講者が
球根の掘り上げと冬期間の貯蔵について学びました。
　講師は、大館「ちっちゃな」ダリア園、大館ダリア愛好会の越前彰雅
さんで、球根を掘り上げる際は、球根の付け根の首が折れないように掘
り上げること、切り分ける際は、発芽点を必ず付けて切り分けることな
どを実技で学びました。

　令和２年度の花いっぱいコンクールの審査が終了
し、23団体、４個人に各賞が決定しました。
　このコンクールは、あすの三種を創る協会が、花と
緑に囲まれることで、人びとの心に安らぎと潤いを与
えるとともに、快適な生活環境を創造することを目的
に開催しているものです。
　写真による１次審査と現地確認による２次審査を行
い、最優秀賞には、大規模花壇（３坪以上）の部で天
瀬川婦人会、個人の部では進藤令子さん（十八坂）を
選出しました。また、優秀賞に５団体と１個人、優良
賞に７団体と２個人、努力賞に９団体と１個人が選ば
れ、12月10日午後３時から八竜公民館で表彰式が行
われます。

おめでとうございます。
秋田県花だんコンクール

ダリア栽培講習会

三種町花いっぱいコンクール

　新型コロナウイルス感染防止対策のた
め、12月１日より当面の間、町内体育館
内のスリッパを撤去しますので、来館の
際は必ず内履きをご持参ください。

スリッパ撤去の
お知らせ

町内体育館

　教育委員会では、高齢者や障害者の冬
場の運動機会提供を目的に、誰でも気軽
に取り組める「ボッ
チャ」２セットを購
入しました。町内の
団体や施設等に貸し
出しも行っています。

◆申込先　スポーツ係　☎87－2113

大浦 颯太 選手
ようこそ

　11月18日、秋田ノーザンハピネッツ（バスケットボール
Ｂ１リーグ）で活躍する大浦颯太選手が琴丘小学校を訪問し、
６年生（28人）に対して「ドリームスクール」を行いました。
中学校時代にバスケットをするため電車で１時間かけて学区
外の強豪校へ通ったこと、プロ（Ｂリーグ）を目指した経緯、
数あるプロチームの中で秋田を選んだ理由など、様々なお話
をしていただきました。「ボッチャ」の貸し出しについて

令和２年12月 26



◆問い合わせ先　山本公民館　☎83－2353

○使用する部屋・備品の種類や時間帯によって異なる料金がかかりますが、生涯学習や社会教育に関係する団体や教育上
奨励すべき目的のための使用であれば減免となります。防音スタジオの利用につきましては、条件（人数時間制限・検
温等）がありますので、早めの予約をお願いします。詳しくは事前にお問い合わせください。

○公民館の備品等はみなさんで使う物なので、大事に使いましょう。破損等お気づきのことがありましたら、公民館担当
までご連絡ください。

★山本公民館では、水墨画、絵画、コーラス、大正琴、健康体操、スコップ三味線など、多様な自主講座が
行われています。毎年、受講者のみなさんによる「山本公民館まつり」が開催され、今年で10年目となり
ます。新型コロナウイルス感染症の影響で舞台・展示発表は中止となりましたが、１月にはこれまで開催
された「山本公民館まつりの軌跡」とし写真が展示される予定です。ぜひご覧ください。

講堂は、各種イベント、踊りの練習
など多目的に使うことができます。

防音スタジオには
ドラムやアンプもあり▼２階

ホールで休憩も

▲

１階には他にも
調理室、陶芸工
作室があります。

手作りの可愛ら
しいPOPが目を
惹きます。

山本地域拠点センターが４月から新たにオープンしました。
山本支所と山本公民館の機能を併せ持ち、地域の拠点として利活用されています。

キッズスペースには
絵本や紙芝居も

ってどんなところ？新しくなった 山本 公民 館
一度は足を運んでもらいたい、入ってすぐ正面にある広い図書室

和室

洋室

パソコン時代だから
こそ、手書きの素敵
さ、あたたかみを見
直してみませんか？

季節に合わせた本のコーナーや、様ざまな
特集テーマのコーナーが充実しています。

『ふだんの美文字』（りさ 2020
KADOKAWA）、『野山の素材
でかごを編む』（谷川栄子2018 
講談社エディトリアル）

★図書担当  相原さん推し本★

広報 みたね
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　11月11日、公益社団法人能代法人会（中嶋日吉会長）
より、地域社会への貢献事
業として小学６年生を対象
に租税教育に関する冊子が
贈呈されました。
　税金の大切さを学ぶため
の租税教育活動に活用させ
ていただきます。ありがと
うございました。

　今年度の成人式については、新型コロナウイルス
感染症拡大の状況を踏まえ、例年の８月開催を見合
わせ、令和３年１月に延期しておりました。しか
し、全国的に未だ収束の兆しが見通せない状況を受
けて、この度、第２回実行委員会において協議した
結果、新成人のみなさんの健康および安全面に配慮
し、１月開催も見送ることに決定しました。
　なお、今後、新型コロナウイルス感染症拡大の状
況を注視しながら、開催時期を再考し、２月までに
最終決定する予定です。（状況により、中止になる
可能性もあります）
　新成人をはじめ関係者の方がたには、ご心配ご迷
惑をおかけしますが、ご理解くださるようお願いし
ます。

租税教育に関する図書の寄贈

◆問い合わせ先　生涯学習係　☎87－2113

※�大会参加者の作品は１月８日から14日の間、
山本公民館内に展示されます。
※�今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、午前・午後に分散して開催します。ま
た、今後の状況によっては中止となる場合もあ
ります。
※�詳細および申込みに関しては、各学校から配布
されるチラシをご覧ください。

新年書き初め大会
　新年の書道上達を祈願するとともに、三種町
の文化向上の一環として次のとおり「新年書初
め大会」を開催します。

三種町成人式について

令和２年度

日時   令和３年１月７日（木）
会場   山本公民館　講堂
対象   町内小中学生

令和３年

　10月７日、橋本五郎文庫
より28冊の寄贈がありまし
た。町内の公民館図書室等で

活用させていただきます。ありがとうございました。

　町では、令和３年度に町内の小学校へ入学する
児童へランドセルを贈呈します。

新１年生に
ランドセルをプレゼント

◆問い合わせ先　総務学事係　☎87－2115

　

町
で
は
、
義
務
教
育
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
経
済

的
な
事
情
に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
て
、
学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
学
校
給
食

費
等
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
で
２
月
お
よ
び
３
月
下
旬
頃
に
審
査
の
う
え
、
新

年
度
（
５
月
頃
）
に
決
定
内
容
を
通
知
し
ま
す
。

※�

令
和
２
年
度
で
援
助
を
受
け
て
い
た
方
で
も
、
今

回
申
請
の
な
い
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
再
度
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

１
．
提
出
書
類

⑴　
令
和
３
年
度　
就
学
援
助
費
申
請
書

⑵�　
身
障
手
帳
等（
身
体
障
が
い
者
手
帳
・
養
育

手
帳
・
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
）の
写
し

　
※
該
当
者
の
み

２
．
申
請
書
等
の
入
手
先

町
内
小
・
中
学
校
、
町
内
各
保
育
園
・
幼
稚
園
、

教
育
委
員
会
事
務
局

３
．
申
請
書
等
の
提
出
先

町
内
小
中
学
校
ま
た
は
教
育
委
員
会
事
務
局

４
．
提
出
期
限

令
和
３
年
２
月
26
日
（
金
）

※�

提
出
期
限
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
付
し
ま
す
が
、５

月
以
降
に
申
請
し
た
場
合
は
申
請
書
受
付
月
か
ら

の
認
定
と
な
り
ま
す
。

の 寄贈本
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各
小
学
校
で
恒
例
の
学
習
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
策
を
講
じ
な
が

ら
劇
や
合
唱
、
ダ
ン
ス
な
ど
日
頃
の

学
習
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

琴
丘
小
学
校
２
年
生
は
「
ス
イ
ミ
ー

～
め
ざ
せ
ギ
ョ
リ
ン
ピ
ッ
ク
～
」
を

披
露
。
海
の
生
き
物
の
か
わ
い
ら
し

さ
や
力
強
さ
、
美
し
さ
、
知
恵
な
ど

を
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
表
現
し
ま

し
た
。
参
観
者
の
心
を
が
っ
ち
り
つ

か
ん
だ
発
表
で
し
た
。

湖
北
小
学
校
６
年
生
は
歴
史
創
作

劇
「
て
ん
ぷ
く
丸
東
へ
！
海
を
渡
っ

た
湖
北
藩
の
サ
ム
ラ
イ
た
ち
」
を
披

露
。
演
技
指
導
の
近
藤
真
行
さ
ん

（
劇
団
わ
ら
び
座
、
座
友
）
も
見
守

る
中
、
涙
あ
り
笑
い
あ
り
の
内
容
で

温
か
い
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

浜
口
小
学
校
３
年
生
は
表
現
「
浜
っ

子
探
検
隊
が
行
く
！
」
を
披
露
。
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
学
習
し
た
町

探
検
で
人
や
自
然
、
浜
口
の
良
さ
に

触
れ
た
様
子
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
発

表
し
ま
し
た
。

実
り
の
秋
を
迎

え
各
校
で
は
収
穫

の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

森
岳
小
学
校
で
は
見
守
り
隊
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
森
岳
保
育

園
児
も
い
っ
し
ょ
に
さ
つ
ま
い
も
の

収
穫
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
縦
割
り

班
ご
と
に
作
業
が
始
ま
り
大
き
な
い

も
を
収
穫
す
る
と
歓
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

安
藤
琥
生

さ
ん
（
１

年

）

は

「
お
ば
あ

さ
ん
に
手

伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
っ

ぱ
い
採
れ

た
。
家
で

さ
つ
ま
い

も
ご
飯
を

食
べ
た
い
。
」

と
話
し
ま

し
た
。

「
ふ
る
さ
と
先
生
と
い
っ
し
ょ
に

が
ん
ば
り
ま
す
。
エ
イ
、
エ
イ
、
オ
ー
」

金
岡
小
学
校
で
は
１
年
生
の
掛
け
声

で
さ
つ
ま
い
も
掘
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。
12
名
の
ふ
る
さ
と
先
生
に
ご
協

力
い
た
だ
き
金
岡
保
育
園
児
も
い
っ

し
ょ
に
参
加
し
ま
し
た
。
保
育
園
児

に
は
６
年

生
が
て
い

ね
い
に
教

え
な
が
ら

収
穫
を
手

伝
っ
て
い

ま
し
た
。

大
き
い
の

や
鈴
な
り

の
い
も
を

掘
り
起
こ

す
と
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
三

浦
陽
菜
さ
ん
（
１
年
）
は
「
８
個
も

つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
あ
っ
て
掘
る

の
が
大
変
だ
っ
た
。
家
で
大
学
い
も

や
さ
つ
ま
い
も
汁
に
し
て
食
べ
た
い
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
琴
丘
小
５
年
生
が
稲
刈

り
を
体
験
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
秋
田
や

ま
も
と
食
農
体
験
教
室
と
し
て
琴
丘

地
区
の
木
村
光
一
さ
ん
所
有
の
圃
場

（
約
７
ア
ー
ル
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
性
部
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
鎌
で
１
株
ず
つ
刈
り
取
り

お
よ
そ
６
株
ず
つ
ま
と
め
て
縛
っ
て

い
き
ま
し
た
。
最
後
に
束
ね
た
稲
を

天
日
干
し
に
す
る
た
め
杭
に
掛
け
て

い
き
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
下
、
昔
な

が
ら
の
稲
刈
り
に
熱
心
に
取
り
組
み

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

岡
本
聖
華
さ
ん
は
「
稲
を
刈
る
の
は

で
き
た
が
縛
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
」

木
村
研
志
さ
ん
は
「
手
作
業
で
作
業

し
て
い
た
昔
の
人
の
大
変
さ
が
わ
か
っ

た
。
み
ん
な
の
頑
張
り
で
実
っ
た
米

を
使
っ
た
き
り
た
ん
ぽ
鍋
を
お
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
た
い
。
」
圃
場
を
提
供
し

た
木
村
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
に
昔

な
が
ら
の
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

琴
丘
小
５
年
生
の
稲
刈
り
体
験
を

取
材
し
た
時
、
私
も
６
株
を
束
ね
る

作
業
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
簡
単
そ
う

と
思
い
き
や
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と

き
つ
く
縛
る
の
が
難
し
く
、

上
手
に
縛
る
子
ど
も
た
ち

に
感
心
し
ま
し
た
。

令和２年１１月２０日 三種町学校支援通信 令和２年度 第８号

令２ 第８号

－発行者－

三種町教育委員会

教育活動推進員

渡邊 清彦

み
た
ね
の
学
校

浜
口
小
学
校
で
保
育

園
、
自
治
会
と
合
同
の

避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

震
度
５
強
の
地
震
発

生
後
に
大
津
波
警
報
が

発
令
さ
れ
た
こ
と
を
想

定
し
避
難
を
開
始
し
ま

し
た
。
６
年
生
は
１
年

生
と
手
を
つ
な
ぎ
、
浜

口
保
育
園
児
、
地
域
住

民
も
い
っ
し
ょ
に
約
15

分
か
け
て
日
向
山
に
到

着
し
ま
し
た
。
訓
練
の

間
中
、
話
し
声
は
聞
こ

え
ず
常
に
真
剣
な
態
度

で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

終
わ
り
の
会
で
畠
山
隆

俊
さ
ん
（
浜
田
自
治
会

長
）
は
「
最
近
は
集
中

豪
雨
や
大
型
台
風
等
で

大
き
な
被
害
が
生
じ
て

い
る
。
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
地
球
温
暖

化
に
つ
い
て
み
ん
な
で

真
剣
に
考
え
て
い
き
た

い
。
」
児
童
代
表
の
森

山
千
明
さ
ん
（
６
年
）

は
「
今
日
は
お
・
か
・

し
・
も
に
気
を
付
け
て

避
難
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
日
の
訓
練
を
忘

れ
ず
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。
」
と
話
し
ま

し
た
。

浜
口
小
学
校

スイミー（琴丘小２年生）歴史創作劇（湖北小６年生）

浜っ子探検隊が行く（浜口小３年生）

森
岳
小
学
校

金
岡
小
学
校

琴
丘
小
学
校

広報 みたね
mitane town
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保管（ホテル）動 -19-10　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
販売　　　　　動 -19-19　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
貸し出し　　　動 -19-11　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
展示　　　　　動 -19-12　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日
その他譲受飼養許可（老犬ホーム）動 -19-13　H30 年 4 月更新　有効期限 H35 年 4 月 16 日

真心込めてご供養のお手伝いをします

●小動物（小鳥、その他）
●エキゾチックアニマル
●超小型犬、猫
●小型犬

６,３００円
１０,５００円
１３,６５０円
14,700円

●中型犬
●大型犬
●特別大型犬

16,200円
２１,４５０円
２4,150円

火 葬 価 格

詳しくはお問い合わせください。年中無休

譲渡犬います。柴犬、チワワ等譲渡犬います。柴犬、チワワ等

ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。ＰＥＴは飼い主を選ぶことができません。
飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。飼い主は最後まで面倒を見て差し上げてください。

広告

◆問い合わせ先　秋田年金事務所　☎018ー865ー2392　健康推進課医療年金係　☎85ー2137
　　　　　　　　琴　丘　支　所　☎87ー3516　　　　　山　　本　　支　　所　☎83ー2115

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

産前産後期間の国民年金
　　　保険料が免除されます！
（平成31年２月１日以降に出産された方が対象）

　産前産後期間の国民年金保険料免除制度は、次世代育成支援の観点から国民年金第１号被保険者が出産さ
れた際、産前産後の国民年金保険料が一定期間免除される制度で、保険料が免除された期間も保険料を納付
したものとして老齢基礎年金の受給額に反映されます。
　すでに産前産後期間の保険料を前納している場合は、免除期間の全額が還付されますので、手続きをまだ
されていない場合は、お早めの届出をおすすめします。

「国民年金第１号被保険者」の方

�　出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金
保険料が免除されます。
�　なお、多胎妊娠の場合は出産予定日または出産日が属する月の３か
月前から６か月の国民年金が免除されます。
※�出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産をいいます。
  （死産、流産、早産された方を含みます）

出産予定日の６か月前から届出可能ですので、速やかに届出ください。

役場国民年金担当窓口へ申請書を提出してください。
※�申請書は、年金機構のホームページから印刷していただくか、役場の窓口に備え付けて
あります。

出産前に届出する場合：母子健康手帳など出産予定日がわかるもの
出産後に届出する場合：�出産日は市町村で確認できるため原則不要。ただし、被保険者と

子が別世帯の場合は、出生証明書など出産日および親子関係を明
らかにする書類

年金
だより

対象となる方

免 除 期 間

届 出 時 期

届 出 先

添 付 書 類

令和２年12月 30



三
種
町
子
ど
も
・
若
者
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

学
校
に
行
き
づ
ら
い
、
ゆ
っ

く
り
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
た

い
、
学
校
に
い
け
な
い
子
ど
も

の
対
応
に
困
っ
て
い
る
、
誰
か

に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
な

ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

細
か
い
手
続
き
は
一
切
不
要

で
電
話
１
本
で
ス
タ
ッ
フ
が
動

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

⃝

開
催
日
程

　

毎
週
月
～
水
、
金
、
土
曜
日

10
時
～
17
時

問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
長
信
田
の
森
心

療
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）

（
☎
８
３
―
５
０
３
４
）

県
道
冬
季
閉
鎖
区
間
・
期

間
の
お
知
ら
せ

　

県
道
の
冬
季
閉
鎖
区
間
・
期

間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝

琴
丘
上
小
阿
仁
線

【
区
間
】
三
種
町
川
原
仮
戸
～

　
　
　
　

滝
ノ
上

【
期
間
】　

12
月
４
日
～

　
　
　
　

令
和
３
年
４
月
２
日

⃝

濁
川
上
岩
川
線

【
区
間
】　�

三
種
町
上
岩
川
小
新

沢
～
能
代
市
二
ツ
井

町
釜
谷

【
期
間
】　

12
月
４
日
～

　
　
　
　

令
和
３
年
５
月
14
日

問
い
合
わ
せ
先
…

山
本
地
域
振
興
局
建
設
部

（
☎
５
２
―
６
１
０
９
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集

⃝

募
集
人
員　
支
援
員
１
人

⃝

勤
務
時
間
（
シ
フ
ト
制
）

　

①
６
時
～
15
時
（
早
番
）

　

②
８
時
30
分
～
17
時
30
分

　

③
９
時
～
18
時

　

④
15
時
～
９
時
（
夜
勤
）

※�

週
休
２
日
制
（
た
だ
し
勤
務

割
表
に
よ
る
）

⃝

給
与
等

　

月
給
16
万
９
８
４
７
円

※
通
勤
手
当
・
期
末
手
当
有
り

⃝

資
格
等

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
ま
た
は

介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者

※�

介
護
福
祉
士
が
あ
れ
ば
な
お
可

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
も
と

（
☎
８
３
―
２
２
２
１
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
海

潮
園
・
長
寿
園
の
会
計
年

度
任
用
職
員
募
集

⃝

職
種　
介
護
員

⃝

勤
務
場
所

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
海
潮

園
ま
た
は
長
寿
園

⃝

募
集
人
員　
５
～
６
人

⃝

業
務
内
容

　

利
用
者
（
高
齢
者
）
の
介
護

業
務
全
般

⃝

勤
務
時
間

　

通
常
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

早
番
７
時
～
15
時
45
分

　
　
　

７
時
30
分
～
16
時
15
分

　

遅
番
10
時
～
18
時
45
分

　

夜
勤
17
時
～
９
時
45
分

⃝

賃
金
等　
月
給
、
夜
間
勤
務

手
当
、
通
勤
手
当

⃝

加
入
保
険
等　
雇
用
保
険
、

労
災
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生

年
金

⃝

申
込
方
法

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
求
人
票

で
詳
細
を
確
認
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

⃝

そ
の
他

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
地

方
公
務
員
（
非
常
勤
職
員
）
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局（

☎
８
９
―
２
３
１
６
）

公
共
職
業
訓
練
ア
ビ
リ

テ
ィ
コ
ー
ス
２
月
期
生
を

募
集
し
ま
す

⃝

訓
練
科
（
定
員
）

　

①
金
属
加
工
技
術
科（
10
人
）

　

②�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ

ン
科
（
15
人
）

　

③�

電
気
設
備
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

（
15
人
）
※
若
年
者
コ
ー

ス
・
導
入
訓
練
付

⃝

訓
練
期
間　

　

�

①
②
令
和
３
年
２
月
２
日
～

７
月
30
日

　

�

③
令
和
３
年
２
月
５
日
～

　

８
月
31
日

⃝

訓
練
時
間　

　

９
時
20
分
～
15
時
40
分

⃝

会　
場

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
潟
上
市
）

⃝

募
集
期
間　
12
月
23
日
ま
で

⃝

受
講
料　
無
料

⃝

応
募
資
格

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込

を
さ
れ
た
方
で
、
新
た
な
技

術
・
技
能
を
身
に
つ
け
て
再
就

職
を
希
望
さ
れ
る
方

※�

毎
週
木
曜
日
に
施
設
見
学
会

を
行
っ
て
い
ま
す
（
雇
用
保

険
受
給
中
の
方
は
、
就
職
活

動
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
）
訓
練
課
受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

「
禁
煙
」
卓
上
ポ
ッ
プ
を

無
料
配
布
し
て
い
ま
す

　

県
で
は
、
飲
食
店
や
事
業
所

を
利
用
す
る
方
に
、
受
動
喫
煙

の
防
止
対
策
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
の
卓
上
ポ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
上
や
レ
ジ

横
、
受
付
な
ど
、
わ
か
り
や
す

い
と
こ
ろ
に
置
い
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

受
動
喫
煙
防
止
に
取
り
組
む

飲
食
店
や
事
業
所
に
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

⃝

配
布
場
所

　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

県
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

　

秋
田
市
保
健
予
防
課

⃝

飲
食
店
用
卓
上
ポ
ッ
プ

　　⃝

事
業
所
用
卓
上
ポ
ッ
プ

　　
　
　

・
サ
イ
ズ　

縦
15
㎝
×
横
７
㎝

問
い
合
わ
せ
先
…

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
４
２
９
）

あ
き
た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
県
北
で
出

張
相
談
を
開
催
し
ま
す

　

就
職
に
関
す
る
悩
み
な
ど
を

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

⃝

開
催
日　
12
月
20
日

⃝

大
館
会
場

　

大
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
図
書
室
（
13
時
～
16
時
）

⃝

北
秋
田
会
場

　

北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
コ
ム
コ
ム
若
者
の
居
場
所

「
く
ま
っ
こ
」内（
10
時
～
12
時
）

⃝

利
用
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
…

あ
き
た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

（
☎
０
１
８
―
８
５
３
―
４
３
６
７
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
に
つ
い
て

　

林
退
共
は
、
昭
和
57
年
に
発

足
し
た
林
業
界
で
働
く
方
の
た

め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方

が
た
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済

証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ

の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
林
業

界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

⃝
�

掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い

て
、
法
人
で
は
損
金
、
個
人

企
業
で
は
必
要
経
費
と
な
り

ま
す
。

⃝
�

掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し

ま
す
。

⃝
�

雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も

退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

⃝

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

・�

共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応

じ
て
適
正
に
貼
り
付
け
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

共
済
手
帳
を
保
持
し
て
い
る

従
事
者
が
林
業
界
を
引
退
す

る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職

金
を
請
求
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部

（
☎
０
３
―
６
７
３
１
―
２
８
８
９
）

インフォメーション

広報 みたね
mitane town
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行事予定

12月
町の人口と世帯数

●人　口	 15,886人	（−35）
　 【男】	 7,368人	（−24）
　 【女】	 8,518人	（−11）
●世帯数	 6,864戸	（+ 3）
※令和２年10月末現在、（  ）内前月比

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名

１ 火
琴丘保育園開放日「保育園の先生と遊びましょう」（10：00～11：00）
転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜改善センター　10：00～11：30）
３歳児健診（保健センター）

２ 水
３ 木 おひさまひろば「発育測定＆もちつき会を見てみましょう」（子育て支援センター：森岳保育園内　９：30～11：30）
４ 金 浜口保育園開放日「保育園って楽しいな！」（10：00～11：00）
５ 土
６ 日
７ 月 健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　９：30～11：30）

８ 火
健康相談・コーヒーサロン（山本地域拠点センター　９：30～11：30）
転倒予防教室　いきいき元気塾（ＪＡ団地センター　10：00～11：30）
琴丘地域行政相談所（ひまわりセンター　10：00～12：00）
森岳保育園開放日「みんなで遊びましょう」（10：00～11：00）

９ 水 ５歳児健診（保健センター）

10 木 おひさまひろば「X’mas飾り作り」（子育て支援センター：森岳保育園内　９：30～11：30）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（パレス琴丘　10：00～11：30）

11 金 鵜川保育園開放日「ふれあい遊びを楽しみましょう」（10：00～11：00）
12 土
13 日
14 月

15 火
金岡保育園開放日「かわいいケーキ作りましょう」（10：00～11：00）
転倒予防教室　いきいき元気塾（山本地域拠点センター　10：00～11：30）
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）

16 水 山本地域行政相談所（山本地域拠点センター　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所（八竜改善センター　10：00～12：00）

17 木
おでかけひろば「簡単おいしい味噌ボール＆アロマキャンドルサシェ作り」（ＪＡ団地センター　9：45～11：30）
おれんじカフェ（山谷集会所　13：30～15：00）
１歳６か月児健診（保健センター）

18 金 八竜幼稚園・保育園合同開放日「クリスマスパーティ」（10：00～11：00）
19 土
20 日
21 月
22 火
23 水
24 木 おひさまひろば「クリスマス会～サンタさんに会えるかな？～」（子育て支援センター：森岳保育園内　９：30～11：30）

健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）
25 金 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘支所　17：15～19：00）
26 土
27 日
28 月 健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）

役場仕事納め
29 火
30 水
31 木 大晦日

　今年も残すところ
あと一か月となり、
冬の訪れを感じる寒

さになってきました。
　毎年この時期になると、スキー用品を
チェックして、天気予報などを見てはス
キー場のオープンがいつになるのかと待ち
わびていますが、ニュースで県内スキー場
の映像を見た限りではまだまだ先になりそ
うです。

　先日、新しいスキー用品を物色するため
スポーツ店を訪れたところ、スキー用のヘ
ルメットコーナーであれこれ悩んでいる後
輩を発見。スキー人口が減っているなか、
数年前にスキーに目覚めた後輩の今シーズ
ンにかける意気込みを感じたひと時でした。
　昨年は記録的な暖冬のおかげで車の運転
は楽でしたが、今年の積雪はほぼ平年並み
との予報もありますので、運転や除雪作業
は十分注意しましょう。� （和）
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